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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

中小企業等の育成・振興

中小企業指導団体等育成事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

高松市中小企業振興助成条例

　中小企業者等の経営の合理化・近代化の促進及び育成指導に努めるとともに、その構成員の文化的・経済的な改善
向上を図るため、高松市中小企業振興助成条例に基づき指定した指導団体等に対し事業費補助を行う。

年度7

中小企業指導団体等に対する助成

中小企業指導団体等

中小企業指導団体等が行う市内中小企業の振興に係る事業が円滑かつ効果的に推進される。

R4 R5 R6 R7
R8

指導団体等に関する補助金交付件数 件 0 0 11 11 11

成果指標設定なし 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 0 0 0
0 0 0

指定団体等が実施する事業に対して補助する事業であるため、
成果指標の設定は困難である。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 0 0 0 0
0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

34,048 33,345 33,996 34,751

32,327 31,614 32,220 32,975

1,721 1,731 1,776 1,776

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

中小企業指導団体等に対する助成

中小企業指導団体等に対する助成

３２，２２０千円
※ジェトロ香川については貿
易振興事業で計上

３２，９７５千円
※ジェトロ香川については貿
易振興事業で計上

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

32,220

0

0

0

0

32,220

32,975

0

0

0

0

32,975

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 24 30
80 継続

　引き続き、中小企業者等の経営の近代化・合理化及び育成指導に努める団体に対し、事業助成を行った。

　厳しい経済環境の中で、会員数が減少傾向にある団体もあるほか、物価高騰や米国の関税政策を始めとする不透明な国際情勢の影響

で中小企業者を取り巻く環境は悪化しており、地域経済の活性化のため、引き続き支援が必要である。

　中小企業の育成と振興により、商工業の振興と地域経済の活性化が求められているため、本事業を継続して実施する必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

中小企業等の育成・振興

中小企業経営講習会等事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

中小企業経営の近代化・合理化の促進並びに従業員の資質及び技術水準の向上を図るため、関係団体と共催で講習会
等を実施する。

年度7

①中小企業経営講習会等の開催（高松商工会議所等と共催）
②香川県溶接技術コンクール開催補助金
③ＢＣＰ策定支援事業

市内中小企業

中小企業経営の近代化・合理化並びに従業員の資質等の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

講習会受講参加率 ％ 0 0 55.5 70 70

講習会等の受講者満足度 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80 80 80
0 0 98

各種セミナーを通じて、事業者が抱える課題解決の糸口を発見
できたり、同様の悩みを抱える受講者同士で交流する機会が得
られるなど、多角的な視点で経営のノウハウや専門知識を習得
できることから、受講者の満足度は高くなっている。

122.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 80 80 80 80
0 0 98

0 0 80 80 80 80
0 0 98

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

5,302 6,874 7,047 7,059

1,635 1,635 1,643 1,655

3,667 5,239 5,404 5,404

５

３

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①中小企業経営講習会等の開催（高松商工会議所等と共催
）
②香川県溶接技術コンクール開催補助金
③経営相談事業　
④ＢＣＰ策定支援事業

①中小企業経営講習会等の開催（高松商工会議所等と共催
）
②香川県溶接技術コンクール開催補助金
③ＢＣＰ策定支援事業

①１，６００千円
②３５千円
③８千円

①１，６００千円
②３５千円
③２０千円
令和６年度において経営相談
事業は終了したため、令和７
年度では予算減となっている

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,643

0

0

0

0

1,643

1,655

0

0

0

0

1,655

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 90 100
90 継続

　従業員の資質向上及び技術水準の向上のため、関係団体と共催で講習会及び研修会を実施した。今後、受講者数の一層の増加に向　

け、講習内容や周知方法の検討などが重要となる。

　受講者数の増加を図り、従業員の資質向上及び技術水準の向上につなげるため、ニーズにあった題材の検討や、従業員への積極的な

受講の推奨を勧めていく必要がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

中小企業等の育成・振興

中小企業人材確保・就業機会拡大事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

内装等職人育成職業訓練事業補助金交付要綱

　新規学卒者及び中途求職者への就業機会の拡大を図り、厳しい雇用環境に対応するため、合同就職面接会を開催　
し、中小企業の労働力、人材確保を促し、経営の安定に寄与することを目的とする。
　合同就職面接会は、高松商工会議所、香川県、香川労働局（ハローワーク）、独立行政法人高齢・障害・求職者雇
用支援機構香川支部香川職業能力開発促進センター、学生の香川県内定着プロジェクト推進協議会との共催により開
催している。
　また、市内建設業の人材育成を目的として、技術人材育成に取り組む団体に対して補助している。

年度7

①中小企業人材確保・就業機会拡大事業負担金
②職人育成塾補助金

新規学卒者及び中途求職者、市内企業

中小企業の人材確保が困難になる中、企業と求職者のミスマッチを解消するため、関係機関と連携して合同
就職面接会等を実施することで、新規学卒者及び中途求職者への就業機会の提供と中小企業の労働力・人材
確保を促進し、中小企業の経営の安定化を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

参加求職者数（延べ数） 人 0 0 115 150 150

就職面接会参加企業の満足度 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 70 70 70
0 0 61.6

採用活動の手法が多様化する中、求職者と接触する好機ととら
える企業が多いものの、年々、参加企業及び求職者が減少傾向
であることから、満足度も伸び悩んでいる。 88.0%

点31

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 70 70 70 70
0 0 61.6

0 0 70 70 70 70
0 0 61.6

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

758 5,554 6,189 6,189

683 285 785 785

75 5,269 5,404 5,404

５

３

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①中小企業人材確保・就業機会拡大事業負担金
②職人育成塾補助金

①中小企業人材確保・就業機会拡大事業負担金
②職人育成塾補助金

①２８５千円
②５００千円

①２８５千円
②５００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

785

0

0

0

0

785

785

0

0

0

0

785

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ａ 82 100
82 継続

　幅広く、企業を知ることができ、企業から直接声がかかる機会もあることから参加者の満足度は高い。

一方、企業側からは参加企業に対し、参加者が少ないとの意見があり、開催時期や周知方法等の見直しを検討し、参加求職者の増加を

図る必要がある。

　中小企業の労働力、人材確保を促し、経営の安定に寄与する観点からも、引き続き、国や県、関係機関等と連携しながら、事業を継

続することは妥当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

中小企業等の育成・振興

貿易振興事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

高松市中小企業振興助成条例

　地場産業を始め、関連中小企業の貿易振興に取り組む独立行政法人日本貿易振興機構香川貿易情報センター（ジェ
トロ香川）に対し助成を行う。また、高松港コンテナターミナル振興協議会において広報・宣伝、ポートセールスを
行い、コンテナターミナルの利用促進に努める。

年度7

①日本貿易振興機構香川貿易情報センターへの助成
②高松港コンテナターミナル振興協議会におけるポートセールス等
③その他

高松港における取扱コンテナ

本市における貿易の振興が図られる。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金・負担金支出交付件数 件 0 0 3 3 3

高松港外貿コンテナ航路等新規利用促進助成
金の助成額 千円

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 6,225 6,225 6,225
0 0 5,605

外貿航路の合計は速報値で前年比３．２％減の３０，６２１Ｔ
ＥＵ、国際フィーダー航路を加えた総計では、前年比３．５％
減の３７，７９４ＴＥＵとなったため、助成金の助成額が目標
を下回った。

90.0%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 6225 6225 6225 6225
0 0 5605

0 0 6225 6225 6225 6225
0 0 5605

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

4,179 4,189 4,234 4,234

2,458 2,458 2,458 2,458

1,721 1,731 1,776 1,776

５

３

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①日本貿易振興機構香川貿易情報センターへの助成
②高松港コンテナターミナル振興協議会におけるポートセ
ールス等
③その他

①日本貿易振興機構香川貿易情報センターへの助成
②高松港コンテナターミナル振興協議会におけるポートセ
ールス等
③その他

①１，１１６千円
②１，３００千円
③４２千円

①１，１１６千円
②１，３００千円
③４２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,458

0

0

0

0

2,458

2,458

0

0

0

0

2,458

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 88 100
88 継続

　流通機能の強化により、商工業の振興と地域経済の活性化に努める必要があり、継続実施が妥当である。

　地域の内需は、今後縮小することが懸念され、関係機関と連携して流通機能の強化による内需拡大や外需拡大に努める必要があるた

め、継続実施が妥当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

中小企業等の育成・振興

中小企業金融対策事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

高松市中小企業融資規程

市内の中小企業者等に対し事業資金等を融資し、その育成振興を図る。

年度7

①香川県信用保証協会に対する融資対策資金の貸付
②貸付者に対する保証料・利子の一部助成及び小規模事業者経営改善資金融資利子補給
③新型コロナウイルス感染症対策利子等補給基金積立金
④その他

市内中小企業

市内中小企業の運転資金確保と設備投資等を支援することで、経営基盤の安定・強化を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

融資件数 件 0 0 7 16 18

融資完済進捗率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 18 55 73
0 0 18

令和９年度までの完済予定件数のうち令和６年度の完済予定件
数である２件が予定どおり完済し、完済率の目標達成に至った
。 100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 18 55 73 100
0 0 18

0 0 18 55 73 100
0 0 18

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

736,994 547,763 428,794 504,268

729,510 542,524 423,390 498,864

7,484 5,239 5,404 5,404

５

５

３

３

３

３

令
和

6

令
和

7

①香川県信用保証協会に対する融資対策資金の貸付
②貸付者に対する保証料・利子の一部助成及び小規模事業
者経営改善資金融資利子補給
③新型コロナウイルス感染症対策利子等補給基金積立金
④その他

①香川県信用保証協会に対する融資対策資金の貸付
②貸付者に対する保証料・利子の一部助成及び小規模事業
者経営改善資金融資利子補給
③新型コロナウイルス感染症対策利子等補給基金積立金
④その他

①３８２，５００千円
②２９，５００千円
③２千円
④１１，３８８千円

①４６３，５００千円
②２３，７１７千円
③１千円
④１１，６４７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

423,390

0

0

0

411,080

12,310

14,004

484,860

0

0

0

498,864

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 92 100
92 継続

　融資受付及び貸付者に対する保証料、利子の補給を実施した。中小企業を取り巻く環境の変化は激しく、その時々のニーズに合う融

資制度を検討していくことが重要である。

　本事業については、引き続き中小企業のセーフティネットとなるべく、現在の枠組みで継続する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

中小企業等の育成・振興

高松市中小企業等成長促進事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 高松市事業高度化等支援補助金交付要綱 


　経済団体等と連携し、市内の中小企業等の挑戦意欲を後押しするため、「需要開拓」「労働力不足・課題解決」「
環境変化への対応」に関する支援を行う。

年度7

①高松市需要開拓促進事業（新市場販路開拓）補助金、②高松市需要開拓促進事業（研究開発）補助金、③高松市中
小企業等人材育成事業補助金、④高松市中小企業ＩＴパスポート等取得支援補助金、⑤高松市中小企業等環境変化対
応補助金、⑥高松市事業高度化等支援補助金、⑦高松市中小企業等成長促進事業審査業務委託費（②、⑤に係るもの
）、⑧地域経済活性化に向けた経済活動分析等調査業務委託

市内中小企業者等

地元中小企業等の潜在的な成長志向を後押しし、意識変化を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

補助メニューの数 件 0 0 5 6 6

高松市中小企業等成長促進事業補助金申請件
数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 48 50 52
0 0 35

成長促進事業の実施初年度のため補助制度で認知度が低かった
こともあり、交付申請数の目標４８件に対し、実績は３５件で
あった。
（令和６年度交付申請件数内訳）
需要開拓促進事業（新市場販路開拓）補助金１４件、需要開拓

72.9%

点26

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 48 50 52 54
0 0 35

0 0 48 50 52 54
0 0 35

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 23,966 38,347

0 0 9,298 23,679

0 0 14,668 14,668

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①高松市需要開拓促進事業（新市場販路開拓）補助金、②
高松市需要開拓促進事業（研究開発）補助金、③高松市中
小企業等人材育成事業補助金、④高松市中小企業ＩＴパス
ポート等取得支援補助金、⑤高松市中小企業等環境変化対
応補助金、⑥高松市中小企業等成長促進事業審査業務委託
費（②、⑤に係るもの）

①高松市需要開拓促進事業（新市場販路開拓）補助金、②
高松市需要開拓促進事業（研究開発）補助金、③高松市中
小企業等人材育成事業補助金、④高松市中小企業ＩＴパス
ポート等取得支援補助金、⑤高松市中小企業等環境変化対
応補助金、⑥高松市事業高度化等支援補助金、⑦高松市中
小企業等成長促進事業審査業務委託費（②、⑤に係るもの
）、⑧地域経済活性化に向けた経済活動分析等調査業務委
託

補助額又は委託料
①４，５３１千円
②３，０００千円
③７２千円
④２３１千円
⑤１，２７５千円
⑥１８９千円

補助額又は委託料
①６，７５０千円
②６，０００千円
③３００千円
④１，４００千円
⑤３，０００千円
⑥３，０００千円
⑦２２９千円
⑧３，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

9,298

0

0

0

0

9,298

23,679

0

0

0

0

23,679

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ｂ 78 100
78 継続

　５件の市内中小企業者向け補助事業 内４件、令和６年度新規事業）を実施した。交付件数が採択予定件数に満たない補助事業があ(

ったことから、周知方法等を検討し、活用を促す必要がある。

　人口減少、少子・超高齢化を背景とした市場規模の縮小や労働力不足、円安や資材・原材料高騰などの複合的な要因により、中小企

業が新たな事業展開などへの挑戦に慎重になっていることから、市内の中小企業の挑戦意欲を後押し、市域・県域のＧＤＰ拡大を目指

すに当たっては、関係団体と課題や施策の方向性等の認識を共有し連携体制を高めつつ、継続的に市内中小企業等の「成長マインド」

への意識変化、自走による企業成長の促進を支援することが重要であり、事業を継続することが適当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

商工業の振興

起業・創業支援の充実

創業支援事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

産業競争力強化法

　高松市創業支援等事業計画に基づき、高松商工会議所及び金融機関等と密接に連携・協力し、相談受入体制と創業
後のフォローアップ体制等を強化することで、創業相談件数及び創業者の増加を図る。また、本市における特色ある
事業の創出及び地域産業の振興に寄与するため、創業者向けの貸室である高松市創造支援センターを運営する。

年度7

・創業相談連携窓口及びたかまつ創業サポートセンターの運営
・高松市創造支援センターの管理運営
・同センター使用者の入替えに伴う使用審査委員会開催

創業予定者等

本市連携窓口における創業支援等事業計画に基づく創業支援対象者数及び創業者数の増加を目指す。

R4 R5 R6 R7
R8

創業支援対象者数 人 0 0 85 50 50

創業支援対象者数のうち創業者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 10 10 10
0 0 2

たかまつ創業サポートセンター等による本市の支援を受けた創
業者数は、目標を下回ったものの、創業支援等事業計画に参画
する連携機関の支援を受けた創業者数は、昨年度より増加する
ことができた。

20.0%

点7

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 10 10 10 10
0 0 2

0 0 10 10 10 10
0 0 2

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 10,633 10,014

0 0 1,060 441

0 0 9,573 9,573

５

３

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

・創業相談連携窓口及びたかまつ創業サポートセンターの
運営
・高松市創造支援センターの管理運営
・同センター使用者の入替に伴う使用審査委員会開催（２
回）

・創業相談連携窓口及びたかまつ創業サポートセンターの
運営
・高松市創造支援センターの管理運営
・同センター使用者の入替えに伴う使用審査委員会開催

○高松市創造支援センター設
置運営費
委員報酬　３９千円
需用費　８５８千円
委託料　１６３千円

○高松市創造支援センター設
置運営費
委員報酬　３３千円
需用費　２２０千円
委託料　１８８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,060

0

0

0

947

113

0

441

0

0

0

441

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ｃ 36 100
36 改善

　高松市創業支援等事業計画に基づく支援における創業相談件数及び創業者数は増加傾向にあり、引き続き関係機関と連携し、創業相

談連携窓口及びたかまつ創業サポートセンターを運営することは妥当である。また、高松市創造支援センターの現使用者の使用許可期

間中は継続して運用する必要がある。一方、同センターの新規使用者募集に対し、半年以上応募がなかったことから、公募周知方法等

を検討する必要がある。

　近年、創業機運が高まっていることからも、引き続き関係機関と密接に連携しつつ、創業相談の連携窓口及びたかまつ創業サポート

センターを運営することが妥当である。一方、高松市創造支援センターについては、周辺の民間コワーキングスペースやインキュベー

タールームの増加等に伴う需要の減少に加え、現入居者の使用率も低いことから、今後の運営について、改善・検討の余地がある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

就業環境の充実

就業支援の推進

就業支援推進事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

　就労促進事業として、労働関係情報発信事業（たかまつ労政だよりの発行等）を実施する。
　中小企業等表彰事業として、従業員の働き方改革に積極的に取り組み、また、産業の振興や本市施策への貢献度が
高い中小企業等を表彰する。
　そのほか、勤労者福祉に関する事業を行っている団体に対して補助している。

年度7

①労働関係情報の発信のための労政だよりの発行
②中小企業等表彰事業費
③勤労者福祉対策事業補助金
④労働者福祉協議会事業補助金

市内中小企業等や、勤労者福祉に関する事業を行っている団体など。

労働関係情報の発信、中小企業等の表彰、また勤労者福祉に関する事業を行っている団体への補助を実施す
ることにより、企業における労働環境の改善やワークライフバランスの推進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

中小企業等表彰事業の全部門の表彰数 社 0 0 5 5 6

中小企業等表彰事業（地域経済貢献企業表彰
）の推薦数 社

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3 3 5
0 0 1

今年度の中小企業等表彰企業における産業振興部門（地域経済
貢献企業表彰）として１社を表彰した。

33.3%

点12

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3 3 5 5
0 0 1

0 0 3 3 5 5
0 0 1

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

8,499 8,448 8,258 8,841

1,763 2,087 2,082 2,665

6,736 6,361 6,176 6,176

５

５

３

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①労働関係情報の発信のための労政だよりの発行
②中小企業等表彰事業
③勤労者福祉協議会事業補助金
④労働者福祉協議会事業補助金

①労働関係情報の発信のための労政だよりの発行
②中小企業等表彰事業費
③勤労者福祉対策事業補助金
④労働者福祉協議会事業補助金

①３２千円
②６７千円
③１，０１３千円
④９７０千円

①４１千円
②１０４千円
③１ ５５０千円,
④９７０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

2,082

0

0

0

0

2,082

2,665

0

0

0

0

2,665

結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

業

Ｃ 44 100
44 改善

　市内の優れた事業者の表彰の実施や、労政だよりの発行のほか、勤労者福祉等に関する事業を行っている団体に補助を行ったが、補

助内容が社会情勢に則した適切なものとなるよう、事業内容や運営状況の確認を行い、補助対象事業を精査していく必要がある。

　市内企業における就業環境の向上を後押しすることや、市として市内の優良企業を積極的にＰＲすることが、企業の人材確保にもつ

ながるため、より効果的な表彰となるよう、制度の認知度向上を目指す。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

就業環境の充実

勤労者福祉の充実

中小企業勤労者支援事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

高松市勤労者住宅融資資金貸付規程

勤労者の持ち家の促進を図るため、四国労働金庫との協調融資により、住宅資金を貸し付けている。
融資限度額は６００万円、優遇措置として、融資額の０．１％（最高６千円）を１回還付する（四国労働金庫が費用
負担）。

年度7

勤労者の持ち家の促進を図るため、四国労働金庫との協調融資による住宅資金の貸付け
融資額の０．１％（最高６千円）の還付
貸付金：１８０，０００千円

市内に自ら居住するための住宅を新築、増改築又は購入する勤労者

勤労者に住宅資金の貸付け及び利子還付を行い、勤労者の持家の促進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

融資額 千円 0 0 698,730 720,000 720,000

住宅資金貸付による持家取得者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 135 135 135
0 0 117

近年、ライフスタイルの変化や経済的要因等により、持ち家率
が低下していることから、目標を達成することができなかった
。 86.7%

点30

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 135 135 135 135
0 0 117

0 0 135 135 135 135
0 0 117

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

181,197 182,258 182,316 186,176

180,000 180,000 180,000 180,000

1,197 2,258 2,316 6,176

５

１

５

３

５

３

令
和

6

令
和

7

勤労者の持ち家の促進を図るため、四国労働金庫との協調
融資による住宅資金の貸付け
融資額の０．１％（最高６千円）の還付
貸付金：１８０，０００千円

勤労者の持ち家の促進を図るため、四国労働金庫との協調
融資による住宅資金の貸付け
融資額の０．１％（最高６千円）の還付
貸付金：１８０，０００千円

預託先　四国労働金庫

預託先　四国労働金庫

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

180,000

0

0

0

180,000

0

0

180,000

0

0

0

180,000

結びつく

低下している

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

概ね効率的にできている

業

Ａ 82 100
82 継続

　建築資材の高騰や物価高により、住宅の新築・増改築又は購入する勤労者が減少傾向にある。

　今後利用が低調になり、融資残高が減少傾向となった場合には、貸付金額の見直しを行う余地はある。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

人と活力であふれる産業の振興

就業環境の充実

勤労者福祉の充実

中小企業勤労者福祉共済事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

高松市中小企業勤労者福祉共済条例

　市内の中小企業で働く勤労者の福祉の増進を図り、併せて中小企業の振興に寄与することを目的とする。
　◎事業　主に福利事業、給付事業など
　・福利事業　旅行、文化・教養講座、各種講演チケット割引斡旋、スポーツ・レジャー施設、人間ドック、市内の
映画館等を割引料金で利用
　・給付事業　結婚、出産、入学、傷病見舞、退職せん別等１０種類の給付金を支給
　・貸付事業　平成２４年度末で廃止

年度7

　福利事業、給付事業、会報紙の発行、新規会員事業所の加入確保対策の実施等
給付事業　４１，９６０千円
福利事業　４１，３５５千円
事務費等　２７，６３３千円

市内の従業者３００人以下の中小企業に勤める勤労者等

中小企業勤労者の余暇の充実のほか、給付金事業による経済的な支援を通じた、働きやすい環境づくりや勤
労意欲の醸成を図る。福利厚生を充実させることで、人材確保を側面から支援し、市内の中小企業の振興を
図る。

R4 R5 R6 R7
R8

加入事業所数 社 0 0 615 620 620

加入被共済者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 7,800 7,800 7,800
0 0 7,784

事業所への積極的な訪問勧誘、商工会議所の広報誌への掲載、
来庁した金融機関担当者への案内等、多角的に周知活動を実施
した結果、例年と同水準の事業所が加入。
一方、事業所の統合や廃業を理由とした退会が加入事業所数を
上回り、事業所数、被共済者ともに目標を下回った。

99.8%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 7800 7800 7800 7800
0 0 7784

0 0 7800 7800 7800 7800
0 0 7784

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

108,263 112,990 107,327 110,948

100,779 110,732 107,327 110,948

7,484 2,258 0 0

３

３

５

５

１

３

令
和

6

令
和

7

　福利事業、給付事業、会報紙の発行、新規会員事業所の
加入確保対策の実施等
給付事業　３８，６６５千円
福利事業　３４，９０３千円
事務費等　３３，７５９千円

　福利事業、給付事業、会報紙の発行、新規会員事業所の
加入確保対策の実施等
給付事業　４１，９６０千円
福利事業　４１，３５５千円
事務費等　２７，６３３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

107,327

0

0

0

107,327

0

110,948

0

0

0

0

110,948

一部結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

概ね効率的にできている

Ａ 90 100
90 継続

事業所数６１５か所（前年度比▲３０）被共済者数７，７８４人（前年度比▲４００）

　事業所等への積極的な訪問勧誘、商工会議所の広報誌への掲載、来庁した金融機関担当者への案内等、多角的に周知活動を実施した

結果、例年と同水準の事業所が加入している。一方、事業所の統合や高齢化による廃業退会も多く、事業所数、被共済者数はともに減

少しているため、今後も、被共済者の増加（掛金収入の確保）を図る必要がある。

　地方自治法施行令の規定により事業全てを民間委託することはできないことから、今後も、市と受託業者との連携の下、勤労者福祉

の充実、中小企業における就業環境の向上による人材確保支援のため、加入事業所、被共済者の増加にも取り組みながら、条例に基づ

き、事業を継続する必要がある。なお、事務局は引き続き旧高松テルサ内に設置しているほか、福利事業の受託業者は公募型プロポー

ザル方式にて選定している。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

特産品の育成・振興

特産品・伝統的ものづくりブランド化推進事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 高松市伝統的ものづくり振興条例

　盆栽・漆器・石製品を始めとする、本市伝統的ものづくり産業を振興するため「高松市伝統的ものづくり振興条例
　」（平成２６年度施行）の基本理念に基づき、伝統的ものづくり産業の普及啓発・販路拡大や、次世代への担い手
の確保・養成を図り、特産品の育成・振興とブランド化の推進及び地場産業の活性化を推進する。

年度7

①審議会、②地域一体型オープンファクトリー事業、③伝統的工芸品産業振興協会特別会員会費、④「空の駅かがわ
　」運営負担金、⑤高松市特産品・観光振興実行委員会負担金、⑥伝統的ものづくり後継者雇用・育成奨励金、⑦特
産品・伝統的ものづくり展示会等出展補助金、⑧産業発展事業補助金、⑨首都圏等の展示会販売出展

特産品・伝統的ものづくりに関する地場産業

地場産業の活性化を図る

R4 R5 R6 R7
R8

展示会等開催件数 件 0 0 13 10 11

展示会等来場者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 21,485 62,179 21,709
0 0 30,575

新型コロナウイルス感染症が第５類に分類され、庵治ストーン
フェアの来所者数が増加するとともに、特産品及び伝統的もの
づくりのスポット的な展示依頼が増加したため、目標値を上回
った。

142.3%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 21485 62179 21709 21709
0 0 30575

0 0 21485 62179 21709 21709
0 0 30575

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

14,592 15,481 23,441 38,369

6,285 7,126 8,773 23,701

8,307 8,355 14,668 14,668

５

５

５

３

５

５

令
和

6

令
和

7

①審議会、②「ジャパン漆サミット」出席、③地域一体型
オープンファクトリー事業、④伝統的工芸品産業振興協会
特別会員会費、⑤「空の駅かがわ」運営負担金、⑥高松市
特産品・観光振興実行委員会負担金、⑦伝統的ものづくり
後継者雇用・育成奨励金、⑧特産品・伝統的ものづくり展
示会等出展補助金、⑨産業発展事業補助金

①審議会、②地域一体型オープンファクトリー事業、③伝
統的工芸品産業振興協会特別会員会費、④「空の駅かがわ
　」運営負担金、⑤高松市特産品・観光振興実行委員会負
担金、⑥伝統的ものづくり後継者雇用・育成奨励金、⑦特
産品・伝統的ものづくり展示会等出展補助金、⑧産業発展
事業補助金、⑨首都圏等の展示会販売出展

①３３千円
②５３千円
③１，１９２千円
④５０千円
⑤２００千円
⑥１，５４１千円
⑦４００千円
⑧５８千円
⑨５，２４６千円

①６６千円
②２，０００千円
③５０千円
④２６０千円
⑤６，８２２千円
⑥３，６００千円
⑦１，０００千円
⑧６，０００千円
⑨３，９０３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

8,773

0

3,430

0

0

5,343

17,796

0

0

4,000

1,905

23,701

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が最適である

現状が望ましい

業

Ａ 98 100
98 拡充

　産業発展事業補助金では、販路拡大事業に加え、後継者育成事業に補助を行っている。また、地域一体型オープンファクトリー事業

では、本市の伝統的ものづくりの職人に興味がある方を対象に、後継者を目指すきっかけを作る事業になった。販路拡大及び後継者育

成は、積極的かつ継続的に取組を行う必要がある。

　地域経済の活性化のため、本市の重要な特産品及び伝統的ものづくり産業の後継者確保と技術・技法の伝承を図る取組が必要であ　

り、本事業を充実させることは妥当である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位
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事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

機能性の高い都市空間の形成

中心市街地の活性化

中央商店街の活性化

商店街等にぎわい促進支援事業

創造都市推進局

産業振興課

087-839-2411

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ④2- 中心市街地の活性化に関する法律等

中央商店街のにぎわい向上や商業機能の強化を図るため、空き店舗の改装費を支援する空き店舗活用補助等や商店街
共同施設の新設・改修事業等に対する経費を助成する。また、地域のニーズや外部環境の変化に対応するため、人材
育成、ノウハウの蓄積及び独自性の創出に取り組みながら、商店街ビジョンの策定及びその実現のために事業を実施
する伴走型支援に要する経費を補助し、未来を志向する高松中央商店街を後押しする。

年度7

①空き店舗活用支援事業（空き店舗改装費補助）
②商店街共同施設等整備事業（商店街共同施設改修事業等助成）
③商店街伴走型支援事業（伴走型支援補助及びにぎわいづくり推進員）

中央商店街の新規出店数

中央商店街の新規出店数の増加

R4 R5 R6 R7
R8

新規出店補助金交付件数 件 0 0 5 10 10

中央商店街の新規出店数 店舗

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 42 42 43
0 0 39

令和５年度と比較して、新規出店数が減少し、目標を下回った
。

92.9%

点33
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0 0 42 42 43 43
0 0 39
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【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準
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当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費
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度
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度

積算根拠等

（予算の増減理由）
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91,533 79,900 84,813 66,499

82,178 70,491 75,163 56,849

9,355 9,409 9,650 9,650

５

５

５

３

３

５

令
和

6

令
和

7

①空き店舗活用支援事業（空き店舗改装費補助）
②地域産業活性化促進事業（にぎわいづくり推進員）
③商店街活性化促進事業（商店街共同施設改修事業等助成
）
④商店街共同施設事業（商店街共同施設改修事業等助成）
⑤商店街伴走型支援事業

①空き店舗活用支援事業（空き店舗改装費補助）
②商店街共同施設等整備事業（商店街共同施設改修事業等
助成）
③商店街伴走型支援事業（伴走型支援補助及びにぎわいづ
くり推進員）

①５，０００千円
②４，６５６千円
③１５，１０２千円
④５０，０００千円
⑤４０５千円

①７，０００千円
②４２，８１８千円
③７，０３１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

75,163

0

7,550

0

0

67,613

44,034

0

0

12,815

0

56,849

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ａ 92 100
92 継続

　空き店舗活用支援事業については、制度の更なる周知に努め、活用を促すとともに、商業機能の強化につながる取組である施設整備

等の補助については、引き続き、商店街側の要望を精査し、適切に予算要求を行う。伴走型支援については、策定したビジョンに基づ

き事業実施を行ってもらうため、引き続き支援をする。

　市の活力を増進するためには、中央商店街の活性化は必要であり、出店しやすい環境を整えるとともに、より一層商店街の魅力向上

を図るため、事業を改善しながら継続することが必要である。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4


